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最大 120 マイク搭載ハンドヘルド音響カメラ

データシート



概要
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プロフェッショナル
ハンドヘルド音響カメラシステム

・高速かつ直感的にリアルタイム音源探査
・高分解能MEMSマイクロフォンを最大120個搭載

カメラ、バッテリー、高解像度タッチ画面を統合す
ることにより VMA V はモビリティと柔軟性がさらに
向上しました。カーボン製のハンドル部両サイドの
親指操作ボタンは、メニューのナビゲートや録音の
開始 / 停止等、ソフトウェアのメインの機能を操作
できます。洗練された高度なソフトウェア機能は、
すべて高品質の 7 インチタッチ画面の直感的なユー
ザーインターフェイスでアクセスできます。
直径 30cm の軽量ベースアレイには、タッチ画面、
バッテリー、カメラ、LEDライト、60個の高解像度
MEMSマイク、操作ボタンが搭載された2つのハンド
ル部、コネクタとスイッチがすべて集約されていま
す。ハンドルボタンにより、測定が静かに開始・停
止され、ハンドルから手を離すことなくタッチ画面
上のユーザーインターフェースで操作ができます。

特に低域の分解能を向上させる為に、直径を100cm
に延長する追加のアレイアームが利用可能です。
これらの軽量アルミニウム製アームは、堅牢なコネ
クタを介して本体に簡単に接続できます。直径を延
長しても、VMA Vは機動性と使い勝手に優れている
のが特徴です。

HEAD VISOR 製品ファミリーの VMA V は、強力な
HEAD VISOR ソフトウェアと低域測定用の HEAD VISOR 
Probe と組み合わせることにより、世界で最も汎用
性が高い高度なハンドヘルド音響カメラシステムと
してご利用頂けます。

主なフィーチャー

アプリケーション

2つの構成で様々なアプリケーションに対応する
カスタマイズ可能かつスケーラブルなシステム:

› 直径 30 cm / マイク 60 個

› 直径 100 cm / マイク 120 個 (アレイアームによる
  拡張時)

軽量、堅牢、高機動性、広汎用性

› アレイアーム取り付け時 4 kg 未満

› バッテリ動作最大 2 時間

› 7‘マルチタッチ画面と高解像度カメラ

› 対象物への距離測定機能

› 作業スペースを照らす LEDライト

画面上でのリアルタイム解析とその結果確認

複数の接続オプション: HEADlab との統合、LAN、
CAN、アナログ入力、パルス入力、ヘッドフォン
出力

HEAD VISOR 6 ソフトウェア(必須)とHEAD VISOR Probe
とのシームレスな統合

トラブルシューティング / リーク検出 / テスト

音の最適化と解析

テストベンチ

› 放射音の成分検出
› 音響の弱点領域の可視化

室内音響と構造解析

風洞

› 粗いエッジの検出による室内風切り音の除去

風力タービン

› 高音響エネルギー部位の可聴化
› 一般的な風力タービンの音源特定
› ローター設計の音響的影響の解析

データシート VMA V 内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年1月
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詳細
すべての接続ニーズに対応

VMA V には収録機能を拡張したり大型システムに
統合する為に他のハードウエアと接続できる複数の
オプションがあります。

ICP 電源を備えた 2 つのアナログ入力と USB ホス
トコネクタを用いて、HEAD VISOR プローブを接
続し電源を供給することができます。HEAD VISOR 
プローブが必要ないアプリケーションでは、これら
のコネクターをマイクロホン用に利用し、追加の
オーディオ信号の入力ができます。

さらに、パルスソースを SMB コネクタで VMA V
に接続し、RPMデータを収集できます。また、
VMA V には、専用チャンネルで車両 BUSデータを
収集するための専用 CAN FD BUS コネクタが搭載
されています。

ヘッドフォンコネクタは、VMA V 上で動作するソ
フトウェアや HEAD VISOR ソフトウェアで設定さ
れたバーチャルマイクロホンの再生やリアルタイム
モニタリング等に利用できます。

VMA V を電源接続すると、HEADlab モジュールは
HEADlink コネクターから電源供給されます。この
接続から HEADlab モジュールを介して PCへセン
サーのデータを転送できます。また、HMS シリー
ズのダミーヘッドを接続しバイノーラル録音機能を
付加することができます。SYNC In コネクターで
HEADlab コントローラーとの同期が可能です。

LAN コネクターによりHEAD VISOR ソフトウェア
を実行する PCに 1 GB のネットワーク接続が可能
です。

HEAD VISOR Probe(Code 7523)は、VMA Vで低域成分の検出に活躍します。
HEAD VISOR プローブ先端の 2 つのマイクが測定対象物の表面から発せられ
る音とその音源の正確な位置を検知します。HEAD VISOR プローブ自体の
位置はVMA V カメラがトレースし記録します。

編集モード：エレメンツの数と内容のコンフィグレーションを
個々に行うことができ、一つのエレメントを選択して最大化が
可能です。

VMA Vベースアレイは堅牢な三脚マウントを備えており、VMT II.1
(code 7584)等の三脚に簡単に取り付け可能です。VMT II.1 には、
アプリケーションに最適な測定位置を見つける為の様々な調整オプ
ションがあります。

データシート VMA V 内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年1月

labVF6 II (Code 3752) は HEADlab の第 2 世代モジュールのひとつです。電圧
/ICP マイクロホンで録音する為の 6 つのアナログチャンネルを備えています。
弊社の HEADlab モジュールの多くは VMA V と互換性があり、HEADlink コネ
クターを介して簡単に接続できます。



主な機能を指先で操作

VMA V は、リアルタイム音源探査の為のモジュール式
ソフトウェアソリューション HEAD VISOR 6 とペアで
開発されています。HEAD VISOR 6 は、音響カメラで
収集した測定データの編集、フィルタリング、再生の
為の豊富な機能を備えています。

VMA Vは、旧モデルから精度、重量、機動性の面で向
上しました。測定パラメータの変更、スナップショッ
トの撮影、フリーズバッファー、バーチャルマイクロ
ホン等、HEAD VISOR 6 の主要機能はディスプレイ表
示されハンドル上のボタンやタッチ画面上で設定や操
作ができます。

タッチ画面中央にメインカメラビューが表示され、リ
アルタイムで録画映像と可視化された音源が表示され
ます。VMA Vは、必要なすべての操作と測定の実行が
デバイス上で行える為、非常に機動性が高く、柔軟性
に優れ、広い用途に用いることが可能です。

フリーズバッファで時間を遡る

フリーズバッファは、設定した時間で音と映像の生
データを繰り返し記録し続けます。これにより、遡っ
て音イベントを確認することができます。タッチ画面
または右のハンドル上部のフリーズバッファーボタン
で、バッファリングされたデータをディスプレイ上で
ループ再生できます。再生カーソルは任意の位置に動
かすことができます。FFT vs 時間と時刻歴信号の表示
を切り替えたり、周波数範囲やダイナミックレンジ表
示上で任意に設定することができます。

バーチャルマイクと深度マップオートフォーカスで接
近して聞く

バーチャルマイクはVMA V でキャプチャされた複合音
源から関心のあるポイントの音源だけを切り出して可
聴化し、レベル表示できます。バーチャルマイクを有
効にすると、バーチャルマイクによってキャプチャさ
れた音源だけが試聴可能となりレベル表示されます。
バーチャルマイクを複数追加しそれらを有効化するだ
けで、音源の様々な側面に焦点を合わせて聴くことが
できます。追加したバーチャルマイクをカメラビュー
内の任意の位置に指先で移動できます。アイコンを
タップして指を動かすだけです。

深度マップオートフォーカス機能は、ディスプレイの
中央、またはカメラディスプレイの任意の場所に配置
したバーチャルマイクに自動的に焦点を合わせます。
焦点までの距離は連続的かつ正確に測定され、ビーム
フォーミングに利用されます。VMA Vを別の位置に移
動することもできます。動きながらアレイを測定対象
物に向け続けるだけで、VMA Vに作業を任せることが
できます。
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インターフェイス

デバイスの機能

寸法

パルス入力

同期

電源 ネットワーク接続

USB ホスト

ヘッドホン

VMA V をCAN FD busシス
テムに接続し車両データ
収集（例：次数解析の
為のRPMデータ等） パルスソースを

接続しRPM等の
データ収録

HEADlink と Sync In で
HEADlab モジュールと同期
或いは
VMA Vを HEADlab コントローラ
で制御する大型システムに統合

電源を Power In 端子に
接続、VMA V を充電

USB タイプ A コネクタで
近接場の低域を探査する為の
HEAD VISOR Probe に電圧供給

BNCコネクタで
HEAD VISOR Probe や
追加のセンサー
（アナログマイクや
加速度センサー等）
に接続

再生やリアルタイム
モニタリングの為
ヘッドホンをVMA V 
に接続

HEAD VISOR 6用 PC との
接続不良を防ぐロック
機構式 LANコネクタ。
1 GB 転送速度と Precision 
Time Protocol (PTP) を
サポート

ハンドル部

2 つのハンドル上のユーザー
インターフェイスのナビゲート
ボタンと測定の開始 / 停止を
行う 2つのサイレントセンサー
ボタンがあります。

MEMS マイクロホン

カメラ

タッチ画面

電源スイッチ / 状態インジケータ 三脚マウント アーム取り付けポート

HEAD VISOR 6 ソフトウエアの
主な機能をタッチ画面で操作
できます。

ベースアレイ背面の電源スイッチ
をオンにします。状態インジケータ
はバッテリーの残量やデバイスの
状態を表示します。

オプションの三脚を取り付ける
為の堅牢な三脚マウント (code 7584) 

ベースアレイには 60個の
高分解能 MEMS マイクが
搭載されています。

4 つのパワー LED が
測定対象物を照らします。

深度カメラは正確に距離を測定
ができ、高分解能、高フレーム
レート、ワイドビューが特徴
です。

ベースアレイはアームを挿入する
10 のポートがあり、アーム不使用
時はカバーがポートを保護します。
アームをリリースする為のボタン
はベースアレイ前面にあります。
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ライセンシング
VMA V を使用するには、以下の HEAD VISOR 6 ソフトウェアライセンスのいずれかが必要です。これら
の各ライセンスには、アルゴリズム、周波数オーバービュー、バーチャルマイクが既に含まれていますが、
さらにリストアップされている機能が追加されています。

ツールパックライセンスは、VMA Vの機能をさらに拡張します。任意に組み合わができる以下のツール
パックを開発しました。それぞれが特定の機能をアクティブにします。

HEAD VISOR 6 ライセンス

➢ HEAD VISOR complete (Code 7500)
  >> プロジェクトビュー
  >> 収録
  >> オンライン / オフライン解析
  >> フリーズバッファー
  >> エクスポート

➢ HEAD VISOR record (Code 7511)
  >> 収録
  >> オンライン解析

➢ HEAD VISOR snap (Code 7512)
  >> オンライン解析
  >> フリーズバッファー
  >> エクスポート

ツールパックライセンス

➢ TP01 (Code 7500)
  >> マルチプルアイ
  >> 深度マップオートフォーカス

➢ TP02 (Code 7502)
  >> 次数検知
  >> パルスゲート
  >> デローテーション

➢ TP03 (Code 7503)
  >> コヒーレンス
  >> ステッピング
  >> デコンボリューション
  >> PCA
  >> ニューラルデコンボリューション

➢ TP04 (Code 7504)
  >> HEAD VISOR Probe 用ソフトウエアオプション

納品アイテム
VMA V 

➢ VMA V ベースアレイ (Code 7528)
     直径 30 cm / MEMS マイク 60個

➢ VMA V マイクロホンキャップ (Code 7529.1)
アーム非装着時のアーム保護キャップ

➢ HSC VII.6 (Code 7592)
     VMA V 用キャリイングケース

➢ CLAN I.10 (Code 7563-10)
     CAT7 ネットワークケーブル

ヤマイチ プッシュ・プルコネクター
⇔RJ45、10 m

オプショナルアクセサリー

➢ VMA V マイクロホンアーム (Code 7529)
  >> マイクロホンアーム / 6 MEMS マイクロホン

➢ HWS III (Code 7576)
  >> ベースアレイ用風よけ

➢ HWS II.10 (Code 7577)
  >> アレイアーム用 風よけ x 10 

➢ HEAD VISOR Probe (Code 7523)
  >> 低域探査用近接場プローブ

➢ CDB I.0.3 (Code 7562-0.3)
     ケーブルアダプターバインダー⇔D-Sub、0.3 m

➢ CSB VII (Code 3350)
     パルスケーブル SMB ⇔SMB /
     アダプター SMB ⇔BNC

➢ 電源(Code 0617)
     24V、60W、LEMO 4 ピン

➢ マニュアル

➢ VMA II.1 (Code 7584)
Novoflex Magic Ball、Magic Ball用ハンドル、

     Manfrotto  323クイックリリースアダプター、
     MBAG 75PNパッド入り三脚バッグ、VMA V用
     クイックリリースアダプター/三脚ヘッドを含む
     水平コラム付き3セクション三脚

➢ VMT III.1 (Code 7585)
     モノポッド



データシート D50000jp1 概要_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年6月|6||7| データシート D3705jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年12月

技術データ

一般データ

バッテリー

ディスプレー
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カメラ

ビームフォーミングパラメター

通信インターフェイス

USB ホスト

アーム非装着時 アーム装着時

下記の音源マッピングパラメターは理論値です。実際のアプリケーションにおいて異なる場合があります。
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アナログ入力

アナログ出力

電圧 / ICP

マイクロホン

ヘッドホン
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お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

デジタル入力

パルス

mailto:eheadjapan@head-acoustics.com
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